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2号機と 3号機の炉心エネルギーの差、及びその下部プレナム移行デブリの冷却特性、圧力容器バウンダ

リー破損、デブリのペデスタル移行挙動に与える影響を評価した。 
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1. プラントデータの分析 

圧力などプラントデータを分析した結果、2 号機では炉心が空焚きになってから約 4 時間後に下部プレナ

ムへの燃料移行が生じたと考えられるのに対し、3 号機では約 10 時間後と大きな差があることが示された。 

2.炉心エネルギーの評価 

MELCOR(早大)、MAAP(EPRI)、SAMPSON(IAE)、SCDAPSIM(JAEA)の各コードにより炉心エネルギー増

加（空焚き前をゼロとする）を評価した(図 1、2 参照)。解析結果には大きな不確かさが見られる。これら

の解析結果を基盤としてプラントデータの分析と BWR 体系での炉心溶融移行挙動に着目したプラズマ加

熱試験[1]の知見を総合し、炉心エネルギー増加の最確値を評価した。この結果、下部プレナム移行燃料は

2 号機では大部分が未溶融で粒子状の固体燃料、3 号機では相当割合が溶融していたと推定された。 

   

図 1  2号機の炉心エネルギー増加の評価結果    図 2  3号機の炉心エネルギー増加の評価結果 

3.BWR 特有の下部プレナムデブリ挙動の可能性と炉心エネルギーの差の影響 

BWR では下部プレナム内に金属構造物が多く、これが溶融すると溶融金属の対流効果によって燃料デブ

リから RPV 等への伝熱を促進し、RPV 破損を早める可能性がある。粒子状固体燃料は溶融金属が透過しや

すく、2号機ではこの傾向が強いと予想される。2号機では RPV破損によって溶融金属が流出した後、注水に

よる粒子状デブリの蒸気冷却が有効に働き、RPV内の燃料デブリ保持を高めた可能性がある。 
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